
会員各位                      平成 22 年 6 月 13 日   

高 崎 高 校 山 岳 部                          
ＯＢ会長 清水正爾 

                                     
 

『高崎高校山岳部顧問･現役山岳部員との交流会 開催報告』 
 

   標題の会を開催いたしましたので、下記のとおり、内容等を 

ご報告申し上げます。 

 

記 

 
     期 日： 2010 年 6 月 11 日（金） 
    時 間： 16 時 30 分～17 時 30 分 
     場 所： 高崎高校教室 

参加者：・高崎高校山岳部顧問：手島先生（第一顧問） 伊藤先生（第三顧問、山岳部ＯＢ） 
・  〃   部員：塚越部長以下総勢 17 人（2 年生：7 人 1 年生 10 人） 
・ＯＢ会員：清水会長、吉井、堤、吉田 

 
内 容：①ＯＢ会の目的・活動状況等を説明。 「現役生/顧問の先生からの主なコメント」 

・「ＯＢ会があることを知らなかった」 
②現役山岳部の活動状況を聞く。 

・「月に 1 度の山行実施（1 泊 2 日が多い）」 
・「練習は毎日実施（2 時間程度、観音山付近）」 

・「夏合宿は 4 泊 5 日程度を考えている（今年は赤石岳予定）」 
・「冬期はスキー合宿を実施」 
・「今年の県総体で入賞し関東大会に出場する（10 月末）」 

③ＯＢ会に期待すること等について意見交換。 
・「今年は 1 年生が 10 人入部。個人装備（山靴、服装等）は約５万円を 

かけて各自が購入。テントは部費を前倒しして購入。ザックまで予算 
が回らない。ＯＢ会からザック（70～80 ㍑）をいくつか用意してもらえれば 
大変有難い。」 

④その他＜入部の動機等聞きました＞ 
・「体力増強」「山田昇杯優勝したい」「親・兄弟の影響」「雰囲気がいい」 

「受験勉強と両立できそうだから（今年東大合格１名、医学部合格２名）」 
           
    感 想：・OB 会の存在を現役生が知らなかったことはちょっとショックでした。OB 会として 
          しっかりと反省し今後の活動に活かしたいと思いました。 
         ・顧問の先生の日頃からの努力もあり、現役部員は明るく元気に活動中！     

今後について： 今回の交流会でのご意見等を踏まえ、具体的な支援内容等について 
幹事会等で検討し、できることは直ぐに実行したいと思います。 

以上 

事務局 吉田 


